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ナノマテリアルの安全性確保に資するバイオマーカー探索に向けた基礎的検討
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【背景・目的】近年、1次元の大きさが 100nm 以下と定義されるナノマテリアル（NM）
の開発が世界的に進展している。NM は従来までのサブミクロンサイズ以上の素材
とは異なる有用機能を発揮し、既に医薬品や化粧品、食品など、薬学領域をはじ
めとする多くの産業で実用化されており、いまや人類の生活や産業の発展に必須
の素材となっている。一方で、NM の革新的機能が逆に、負の生体影響を呈してし
まうことが世界的に懸念されており、NM の安全性確保が急務となっている。とり
わけ、NM による安全性を予測・回避し得るリスク評価システムの確立が待望され
ており、中でも安全性バイオマーカーの同定は最重要課題となっている。そこで
本研究では、食品添加物や化粧品基材として実用化されているナノシリカ（nSP）
を用い、ナノマテリアル曝露における安全性バイオマーカーの探索を試みた。 
【方法・結果・考察】BALB/c マウスに、粒子径 70 nm のナノシリカ（nSP70）を尾
静脈より単回投与し、24 時間後に血液を回収した後、血中の発現変動蛋白質を
SDS-PAGE により評価した。その結果、コントロール群と比較して nSP70 投与群に
おいて、急性期蛋白質の一種である haptoglobin が有意に増加していることが明
らかとなった。また、本検討における nSP の投与条件下では、一般的組織障害マ
ーカーである ALT、AST の上昇は認められず、haptoglobin は nSP 曝露に対する高
感度な安全性バイオマーカーになり得る可能性が示唆された。現在、経皮・経口・
経鼻投与といった、他の曝露経路での haptoglobin の発現変動を解析するととも
に、プロテオミクス手法を用いて nSP 曝露による血中発現変動蛋白質の網羅的解
析を進めている。これら研究が安心な社会の確立と、安全かつ有効な nSP の設計
指針に繋がるものと期待される。 


